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鳥

イ

ン
フ

ル

エ
ン
ザ

と
は

鳥
類

が
A
型

イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ

ィ
ル
ス
に
感
染
し

て

起

こ
る
病
気

を
総
称
し

て
言

い
ま
す
。
A
型
イ

ン
フ
ル

エ

ン
ザ
ウ
ィ

ル
ス
に
感
染
し
発
症
す
る
鳥
類

は
、

ニ
ワ
ト
リ

や
ア
ヒ

ル
等

の
家
禽
類
が
主

で
、
毒
性

が
強

い
も

の

「
高

病
原
性
鳥

イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ

(H
5
N
1
型
)
」
は
、
家
禽

類

に
感
染

す
る
と
致
死
率
が
高

い
で
す
。

ヒ
ト

へ
も
感
染

す
る
が
、

日
常
的

に
鶏

の
飼
育
や
解
体

な
ど

に
関

わ
り
、

大
量

の
ウ
ィ
ル
ス
を
吸
収
す

る
ケ
ー

ス
が
ほ
と
ん
ど
で
、

日
本

で
の
感
染
例

は
あ
り
ま
せ
ん
。

ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト

へ
感

染

す
る
新
型

イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ

に
変
異
す
る
恐

れ
が
あ

る

こ
と
か
ら
心
配

さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、

野
鳥

か
ら
ヒ
ト

へ
感
染

し
た
例
が
世
界

に
な

い
こ
と
は
、

い
ま
せ
ん
。

案
外
知
ら
れ
て

二

鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
状
況

海
外

に
お
け
る

ヒ
ト
の
高
病
原
性
鳥
イ

ン
フ

ル
エ
ン
ザ

(H
5
N
1
)
感

染
確
定
症
例
数

(死
亡
例
数
)

①

イ

ン
ド
ネ

シ
ア

一
四

一

(
=

五
)
、
②

ベ
ト
ナ

ム

一
〇
七

(五

二
)
、
③

エ
ジ
プ

ト

五

四

(
二
三
)
、
④
中

国

三
八

(
二
五
)
、
⑤

タ
イ

ニ
五

(
一
七
)
、
⑥

ト
ル

コ

一
二

(四
)
、
⑦

カ

ン
ボ
ジ

ア

八

(七
)

合
計

四
〇
五

(二
五
四
)
、
致
死
率

六
三
%

(
W
H
O
報

告
よ
り
、

二
〇
〇
九
年

二
月

五
日
現
在
)

(情

報

は

げ
洋
P
＼
＼
己
ω∩
・三
げ
.ひq
O
し
℃
＼
9
ω
Φ
餌
ωΦ
＼
鋤
く
冨
コ
ー

一珠
ξ
Φ
コ
N
鋤
＼
)

国
内

に
お
け
る
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ

(H
5
N

1
型
)
感

染
確
定
例

二
〇
〇

四
年

一
月

山

口
県
・養
鶏
場
、
二
月

大
分
県

・

チ

ャ
ボ
、
二
月

京
都
府

・
養
鶏
場

三
月

大
阪
府
・
カ
ラ

ス
、
三
月

京
都
府

・

カ
ラ
ス

ニ
○
〇
五
年
六
月

茨
城
県

・
養

鶏
場

二
〇
〇
七
年

一
月

宮
崎
県
・養

鶏
場

(数

ケ
所

)
、

一
月

岡
山
県
・養

鶏
場

、
三
月

熊
本

県
・

ク

マ
タ
カ

ニ
○
○
八
年

四
月

秋

田
県

(十

和

田

湖
)
・
オ
オ

ハ
ク

チ

ョ
ウ
、
五
月

北
海
道

(野
付
半

島
)
・
オ
オ

ハ
ク
チ

ョ
ウ
、
五
月

北

海
道

(サ

ロ
マ
湖
)
・オ
オ

ハ
ク
チ

ョ

引

三

野
付
半
島
で
の
発
生
の
経
過

四
月

二
四
日

野
付
半
島
の
ト
ド

ワ
ラ
遊
歩
道

近
く
で
、

観
光
客
が
オ
オ

ハ
ク
チ

ョ
ウ

一
羽

の
死
体
を

発
見
し
、

ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

へ
通
報
。
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ

フ
が
確
認
し
、
別
海
町
役
場

へ
連
絡
を
入
れ
、
同
日
の

午
後

に
役
場
職
員
二
名
が
死
体
を
回
収
。
鉛
中
毒
が
心

配
さ
れ
、
野
付
半
島
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
横
の
物
置

で

一
時
保
管
。

四
月
二
五
日

森
田
が
解
剖
の
た
め
、
道
東
野
生
動
物
保

護
セ
ン
タ
ー

へ
運
び
、
保
護
セ
ン
タ
ー
J
U
N
診
察
舎

で
保
管
。

四
月
二
七
日

解
剖
す
る
も
鉛
中
毒
の
兆
候
な
く
、
胃
内

容
物
が
な
く
て
内
臓
に
異
常
認
め
ず
、
餓
死
と
診
断
。

四
月
三
〇
日

水
曜
日
の
ゴ
ミ
回
収
日
に
出
し
忘
れ
引
き

続
き
保
管
。
根
室
支
庁
か
ら
連
絡
が
入
り
、
翌
日
、
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

(H
5
N
1
)
簡
易
検
査
の
旨
の
指

示
。

五
月

一
日

環
境
省
釧
路
自
然
環
境
事
務
所
の
職
員
三
名

が
訪
問
、
簡
易
検
査

に
よ
り
陽
性
反
応
が
出
る
。
死
体

は
同
職
員
が
搬
出
。
夜
、
環
境
省
釧
路
自
然
環
境
事
務

所
か
ら
事
実
経
過
が
発
表
さ
れ
る
。

五
月
二
日

ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
、
死
体
回
収
現

場
や

一
時
保
管
し
て
い
た
物
置
の
消
毒
作
業
を
二
回
実

施
。
注
意
事
項
を
館
内
に
掲
示
す
る
ほ
か
、
玄
関
に
消

毒

マ
ッ
ト
を
設
置
。
地
元
で
対
策
会
議
が
開
か
れ
、
養

鶏
場

へ
の
消
毒
作
業
な
ど
が
始
ま
る
。

五
月
三
日

環
境
省
釧
路
自
然
環
境
事
務
所
や
根
室
支
庁

職
員
ら
検
査
の
為
に
水
鳥
の
糞
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
を
実

施
。

五
月
三
日
以
降

ネ
イ
チ

ャ
ー
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
な
ど

が
鳥
の
死
体
や
異
常
の
監
視
な
ど
フ
ィ
ー
ル
ド
を
パ
ト

ロ
ー
ル
。

五
月
五
日

北
海
道
大
学
で
陽
性
と
確
定
診
断
。
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写真2鳥 イ ンフル エ ンザ(H5N1)簡 易検 査 を行 う環境省 職 員。 写 真1鳥 イ ン フル 陽性 のオ オハ ク チ ョウ。鉛 中毒 を心 配 して解

(道東 野生 動物 保護 セ ンター にて)剖 した が、も し解剖 しな けれ ば この話 は闇 の 中だ った?

四

国
や
北
海
道
の
対
策

①
環
境
省
自
然
環
境
局
野
生
生
物
課
か
ら
、
二
〇
〇
八
年

九
月

「野
鳥
に
お
け
る
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
係
る
都
道
府
県
鳥
獣
行
政
担
当
部
局
等
の
対
応
技
術

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
発
表
。

②
釧
路
市
で
の
開
催

に
引
き
続
き
、
二
〇
〇
八
年

=

月

一
八
日
、
別
海
町
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
館
で

「
野
鳥

に
お

け
る
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
連
絡
会
議
」

が
開
催
さ
れ
、
関
係
機
関

・
獣
医
師
会

・
野
鳥
の
会
ら

か
ら
約
四
〇
名
が
出
席
、
帯
広
畜
産
大
学
大
動
物
特
殊

疾
病
研
究
セ
ン
タ
ー
長
の
今
井
邦
俊
教
授
、
猛
禽
類
医

学
研
究
所
の
渡
辺
有
希
子
獣
医
師
が
講
演
。
環
境
省
釧

路
自
然
環
境
事
務
所
か
ら
「
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
、
根
室

支
庁
か
ら

「
北
海
道

の
対
応
」

の
説
明
が
行
わ
れ
た
。

③
便
採
取
調
査
は
、

一
〇
月
か
ら
翌
年
五
月
ま
で
、
ウ
ト

ナ
イ
湖
・
野
付
半
島

・
ク
ッ
チ
ャ
ロ
湖
・
濤
沸
湖
の
四
ヶ

所

で
隔
月

に
ガ

ン
カ
モ
類

の
糞
便
を
サ
ン
プ
リ
ン
グ

し
、
遺
伝
子
検
査
に
よ
り
ウ
ィ
ル
ス
の
保
有
状
況
を
調

査
す
る
も
の
。

五

今
後
の
課
題

(
一
)
生
体
と
遺
体

の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ

環
境
省
に
よ
る
糞
便
採
取
調
査
が
実
施
さ
れ
る
も

の

の
、
通
常
時
で
は
遺
体

の
調
査
も

「同

一
場
所
で
三
羽
以

上
」
の
条
件
付
き
、
ま
し
て
や
、
生
体
の
捕
獲
調
査
は
国

内
で
の
発
生
が
な
い
限
り
実
施
さ
れ
な
い
。
昨
年
、
発
生

が
あ

っ
た
野
付
半
島
で
す
ら
こ
の
条
件
が
あ
り
、

一
羽
の

死
体
が
発
見
さ
れ
て
も
、
三
羽
以
上
で
な
い
限
り
検
査
は

な
い
(た
だ
し
、
民
間
の
自
主
検
査
は
O
K
)
。
せ
め
て
発

生
の

一
年
以
内
は

「
レ
ベ
ル
ー
」

(表
1
参
照
)
の
扱

い
で

表1警 戒 区分 に応 じた野鳥 の サー ベ イラ ンス。

ウイルス保有状況調査

警戒区分 鳥類生息
状況等調査

死亡野鳥等調査

感染 リス クの
高 い種

その他 の種
糞便採取調査 野鳥捕獲調査

レベ ル1

(通常 時) 日常的監視

同一 場所 で3
羽以 上死 亡 し
て い る 場 合

(ワ シ・タカ類
は1羽 か ら)
に検 査

同 一 場 所 で
10羽 以 上 死
亡 してい る場

合 に検 査

10月 ～ 翌 年
5月 ま で の

間、 環境 省 が
予 め決 めた地
点 で糞 を採取
し、検 査

レベ ル2

(警戒 時)
監視強化 死 亡1羽 か ら

検 査 ※②
(レ ベ ル1と

同 じ)

(レ ベ ル1と

同 じ)

レベ ル3

(国内
発生 時)

発生地
周辺
※①

野生鳥獣の
異常の監視

死 亡1羽 か ら
検 査

3個 体以 上死

亡 してい る場
合(哺 乳 類含
む)に 検 査

糞 便採 取調 査
を追加(1ヶ

所100個)
*国 と協議

野鳥 捕獲 調査
を実 施(1ヶ
所100羽)
*国 が主 体

それ以外
の地域 監視強化 死 亡1羽 か ら

検 査
(レ ベ ル1と

同 じ)

(レ ベ ル1と

同 じ)

※① 発生 地 か ら10km以 内、但 し、 状況 に応 じ最 大半 径30kmま で拡 大

※② レベ ル2及 び3に お い て、カ ラス類 等 の生 息数 の多 い種 につい ては、検体 数 が急激 に増 える
こ とが予 想 され るた め、検 査 につい て は、水鳥 等 の渡 り鳥 か ら優 先的 に実施 す るな ど、状 況
に応 じて対応 す る。

あ

っ
て
ほ
し

い
も

の
で
す
。

(
二
)

風
評

被
害

対
策

と
啓
蒙

普

及

「
世
界

で
野
鳥

か
ら
ヒ
ト

へ
の
感
染
例
が
な

い
」
に
も

か

か
わ
ら
ず

、
地

元
の
中
学
校

で
は
「
野
付
半
島
ゴ
ミ
拾

い
」

を
延
期
。

発
生

の
直
後

に
は
、
湾
内

で
ア
サ
リ
掘
り
の
イ

ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
て
い
る
の
に
…
…
。
幸

い
、
ゴ
ー
ル

デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
の
観
光
客

の
入
込
も
例
年
通
り
で
、

ホ
ッ
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と
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今

こ
そ
、
正

し

い
知
識

の
教
育

が

求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

(
三
)
関

係

機
関

等

と

の
情

報

交
換

二
〇
〇

八
年
九
月
、
北
海
道

ラ
ム
サ
ー

ル
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

(道
内

の
ラ
ム
サ
ー
ル
サ
イ
ト
の
関
係
施
設
な
ど

の
団

体

)
は
、
行
政

も
含

む
関
係
者

が
集

ま

っ
て
の

「鳥
イ

ン

フ
ル
エ
ン
ザ
情
報
交
換
会
」
を
開
催

し
、
勉
強
会
と
情
報

交
換

が
行

わ
れ
ま
し
た
。
オ
オ

ハ
ク
チ

ョ
ウ
な
ど

の
ガ

ン

カ

モ
類
が
飛
来

す
る
湿
地

の
関
係
機
関

や
施
設
が
情
報
を

共
有

し
、
対
策

を
協
議
す
る
こ
と
が
ポ
イ

ン
ト
で
あ

ろ
う
。

(
四
)

野
鳥

へ
の
餌

付

観
光
地

の
白
鳥

な
ど

へ
の
餌

や
り
が
問
題
視

さ
れ
て
い

ま
す
。
鳥

イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
心
配

し
て
、
極
端

に

埆
餌

や
り
禁
止

・
自
粛
」

の
県
も
あ
る
が
、
確

か
に
、
餌
や
り

は
好

ま
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
数
十
年
も
餌
を

与

え
続

け
て

い
る
の
に

「
急
ブ

レ
ー
キ
」
を
か
け
る
こ
と

は
、
逆

に
、
餌

不
足
を
招

い
て
生
態

系
を
崩

す
こ
と
に
は

な
ら
な

い
の
か
?

野 付崎 の トドワ ラ
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